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　今年も残すところあと１か月となり、１年が過ぎることの早さに少々驚いているのは私だ

けでしょうか。会員の皆様には、日頃からご支援ご協力をいただき誠にありがとうござい

ます。

　今年度は特に「石田まさひろ政策研究会」へのご賛同をいただき、１万人以上の入会

員ができましたことに深く感謝申し上げます。今、日本看護協会でも重点目標の労働環境

の改善や条件など、看護を取り巻く諸問題を関係省庁に政策提言をしています。しかしな

がらこのような問題が容易でないことは、歴代の看護職国会議員の活躍から読み取ること

ができます。超高齢少子化の時代、看護職は多機能型へと変遷するともいわれ、とりわけ

2025年問題には看護も介護もケアの提供体系はどのようになるのか期待と不安が交差して

おります。私たちの代表が国政から消えることのないように、灯りを燃やし続けなければ

なりません。私たちの看護連盟は目的・目標に向けて最大限の努力と存在感を明確にする必

要があります。そのために今年度の新規入会者研修では若手の会員たちが中心となり、連

盟の使命、役割、選挙行動など企画運営をしてくれました。また本部主催の県別会議やリー

ダーセミナーでも活発な意見交換が

でき、連盟の今後の活動に拍車が

かかったように思います。看護の代

表を国政に送るために更に頑張りま

しょう。

　年の瀬に向けて寒さ、風邪などに

留意され希望に輝く新年をお迎えく

ださい。

会　長　植岡 道玄

訃 報 日本看護連盟前会長（元日本看護協会会長）見藤 隆子様（享年80）が、
11月20日にご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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たかがい恵美子の活動報告たかがい恵美子の活動報告たかがい恵美子の活動報告

あべ俊子国政活動ニュースあべ俊子国政活動ニュースあべ俊子国政活動ニュース

　７月25日の特別委員会において質問に立ちました。
○社会保障の負担感が強い現役世代に対して、受益

感を与えるものとして少子化対策の推進が盛り込ま
れたものの、それが分かるような世代別にみた社会
保障給付額は示されていない。消費税増税に対し
て国民に理解頂くためには必要な情報を示すべき。

○社会保障制度は社会保険や社会福祉の他に、「地
域保健・公衆衛生」という概念が含まれる。制度
改革の中で、健康づくりなどの健康政策に積極的
に取り組んで頂きたい。

○社会保障制度改革推進法案に規定された国民会議
は１年の時限設置となるが、社会保障の課題につ
いて引き続き議論できる場を設置する必要がある
のではないか。

○社会保障制度改革にあたっては、社会保障の課題
の中からテーマを設定し国民的議論を喚起してほ
しい。

　自民党の支持率は平均すると25～30％くらいにま
で上がってきました。無党派層はまだまだ多いです
が、民主党や日本維新の会を大きく離しています。
次の総選挙の比例投票先でも自民党が他党を大きく
上回っています。過去の反省は必要です。決して忘
れてはなりません。しかし、民主党政権はあまりに
酷過ぎました。米国、中国、韓国、ロシア。すべて
の周辺国との関係を悪化させ、日本の主権が脅かさ
れ、国益を大きく損ないました。できもしないこと
を約束し、国民を欺きました。
　次の総選挙は、「日本を取り戻す」選挙です。必ず
や総選挙に勝利し、「日本再生」を果たします。議員

〇子ども・子育て施策の実施主体は市町村となるが、
市町村に丸投げするのではなく、 国として責任を
持って関わってほしい。

○子ども・子育て施策の実施に必要な財源を、確実
に手当していただけるのか。特に保育士の確保・
処遇改善のための財源的な措置を求める。

○これまでの少子化対策で、芳しい成果が出ていい
ことを踏まえ適切なニーズ分析を行い、効果的政
策につなげるよう立案プロセスを見直すべき。

生活２期８年目、与えられる役割も大きくなり、今
回は自民党マニフェスト作成に直接関わる立場にな
りました。それに伴い、当然責任も大きくなります。
看護職の皆様、国民の皆様のために、一生懸命がん
ばります！これからも応援よろしくお願いします！

一体改革特別委員会で質問

来たるべき総選挙に向けて

Vol.24-3 平成24年7月26日発行

いのち・くらし
いちばん！！No.62

あべ俊子

あべ俊子の新役職が決まりました！
【衆議院・所属委員会】
◦ 厚生労働委員会
◦ 文部科学委員会
◦ 青少年問題に関する特別委員会（理事）
◦ 政治倫理の確立及び公職選挙法改正に関する特別

委員会

【自民党】
◦ 次の内閣（シャドウキャビネット）内閣府特命担当

大臣（消費者・少子化担当）
◦ 国会対策委員会副委員長
◦ 内閣部会専任部会長
◦ 国際局次長
◦ 中央政治大学院副学院長

シャドウキャビネット大臣や
専任部会長など大変大きな
役割を拝命いたしました。

園遊会でのひととき
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　７月７日土曜日に、リーガロイヤルホテル新居浜に
於いて行われた愛媛県看護連盟東予合同リーダー会
に参加しました。看護連盟に入会し、はや20数年経
ちますが、リーダー会に参加したのは初めてでした。
　「今後の予定とリーダーの役割」のテーマで十全
看護専門学校の毛利智恵美先生の講演を拝聴し、看
護協会の目指す施策・制度・法律を実現するために
看護連盟が創設された事、看護連盟は、看護職の地
位向上・環境改善のために活動を続けている事、そ
して施策実現に向け、政界に看護職の代表を送り続
けていることを再確認する事ができました。
　グループワークでは、「リーダー活動する上での
悩み・障害・問題点とその対策」について他施設の
方々と話す良い機会となり、ある施設では連盟代表
の候補者を知ってもらうのに、トイレや電話の所に
シールを貼り、知名度アップを図る努力をされてい

　平成24年７月８日㈰、愛媛県歴史文化博物館にお
いて南予合同リーダー会が開催され、南予支部の各
病院・施設からリーダー 46名が参加しました。今回
の研修では、「支部の目標数を獲得するためにリー
ダーとしてどう行動するか」というテーマでグルー
プワークを行い、活発な意見交換が行われました。
　連盟活動を通して、看護職の代表を政界に送るこ
との重要性を再度確認すると共に、その難しさも再
認識いたしました。今回看護職の代表として「石田
まさひろさん」を政界に送るためには、看護職者一
人ひとりにまずは彼のことを知ってもらうことが重
要です。そのためには、リーダーである私自身が「石
田まさひろさん」のことをよく理解して、会員はもと

東予合同リーダー会に参加して
愛媛県立新居浜病院　佐伯 一江

南予合同リーダー会に参加して
医療法人北斗会 大洲中央病院　太田まり子

ました。また、私たちのグループに若手の会に参加
している方がおり、その方々が中心に話を盛り上げ
たことで、グループワークが充実したものとなりま
した。このような若い人材が連盟の活動の原動力と
なって頂ければ良いと感じました。この研修に参加
し看護職の社会的地位向上や労働条件改善など看護
職が働きやすい環境づくりには、看護連盟の活動は
必要不可欠であり、私も微力ながら活動に参加させ
ていただきたいと決意を新たにしました。

より一人でも多くの看護職者に彼のことを伝えてい
かなければなりません。活動のテーマである「熱伝
導」を我々が起こしていくことが必要です。リーフ
レットやシール配布の工夫、フェイスブックやメル
マガの存在を知らせること等、具体的な意見も出ま
した。選挙
活動に向け
ては、支部
長より南予
地域の目標
得票数等の
本部の意向
が伝えられ
ると、会場
からは「各施設の目標得票数を明示されれば、その
目標に向かって頑張れる」という力強い意見もあり
ました。また、選挙離れの傾向にある若者に対して
は、選挙の具体的方法や期日前投票の期間や場所、
方法などの情報を提供するなど、一人でも多くの人
たちが選挙に参加するような活動にすることも検討
いたしました。
　今回学んだ意見を参考にリーダーとしてお互いが
積極的に活動することを確認し、会を終了しました。

石田まさひろさんを知ってもらおう！
熱伝導！！
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新規入会者研修に参加して

　今回の研修では、いくつかのグループに分かれて
「看護連盟の会員として、自分たちにできること」
について話し合った。話し合いの中で、今まで自分

たちが職場で
悩んでいるこ
とや不安に思
っていること
を共有し、自
分たちだけで
は解決できな
い事、それを解決するために看護連盟がある事を改
めて実感した。
　今の私たちにできる事は、自分たちが改善してい
きたい事を一つひとつ声に出していく事である。そ
して、声をあげるだけでなく、看護の代表を支援す
る事で政界へ私たちの声を送り続ける事が大切であ
ることを学んだ。
　異なった職場の看護師同士、意見交換の場を持つ
ことができ、職場環境をより良くしようとするため
の対策も一緒に考える事ができたので、とても参考
になった。今後も看護連盟について、関心をもって
仕事に取り組んでいきたい。

済生会今治第二病院　村上英理子

今治地区 7/3㈫ 9：00〜14：30
済生会今治病院および日本食研宮殿工場

参加者：34名

西条・新居浜地区
マイントピア別子

参加者：52名

9/8㈯
10：00〜14：00

●参加の動機は？ 友人に誘われて
参加した

●看護連盟の事が理解でき
　ましたか？

●若手の会の事が理解でき
　ましたか？

●連盟会員として、
　また看護師として何ができると
　思いましたか？

上司から勧められて
参加した

次の参議院
議員選挙には
必ず投票に
行く

看護の代表を
国政に送るために
協力する

研修（施設内、
支部内、県）に
参加する

連盟からの情報（アンフィニ、
連盟通信等）に関心をもつ

よく理解
できた

よく理解
できた

少し理解できた

少し理解できた

2.3％

31.8％

68.2％

27.3％

15.4％

24.6％

13.8％

46.2％72.7％

97.7％

アンケート結果



連 盟 通 信 え ひ め ［ ］5第 89号平成24年12月1日 発行

　９月15日㈯、愛媛県看護連盟中予地区新規入会者
研修会に参加させていただきました。
　今回の研修の目的は、看護連盟や若手の会の活動
について理解し、一人ひとりが看護連盟の推進力に
なることでした。私は、看護連盟の活動についてあ
まり理解していなかったのですが、若手の会の方が、
パワーポイントを用いながら説明してくださり、看

護連盟の役割
やこれまでの
活動について
学ぶことがで
きました。
　若手の会の
方たちは、多

数の病院から参加されており、連盟の活動以外にも
様々な情報交換を行い、有意義な活動につながって
いると感じました。

　９月29日㈯
に看護連盟主
催の研修会に
参 加 し ま し
た。私は今ま
で看護連盟が
どういったも

のなのかあまり考えたことはありませんでしたが、
若手の会や先輩看護師の方の話を聞き、連盟につい
て少し理解を深めました。
　新人同士で「こんな職場だったらいいのになぁ」
というテーマでグループワークを行った結果、「業
務時間内に終わらせられる仕事量だったら」「もう
少し休日があれば」「仕事内容に見合った報酬が欲

　研修の後半
は、レクリエ
ーションイン
ストラクター
である加地弘
明先生の「持
って帰ろう！
仲間作りのコツ」というお話でした。先生の話にど
んどん引き込まれ、参加した全員が笑顔になってい
きました。私は人前に立って話をするのが苦手です
が、先生に教わった方法で、場を和ませ、仲間作り
ができるよう頑張りたいと思います。
　今回の研修で看護職者の労働環境や待遇の問題を
改善するためには、国会に私たちの代表を送り出す
必要性があり、そのためには一人ひとりが政治活動
にもっと関心をもって積極的に参加しなければなら

ないというこ
とを改めて考
えさせられま
した。

しい」など、一人ひとりの努力ではなかなか解決で
きない問題がたくさん出てきました。
　そこで、職場環境を改善するためには、制度の改
革を、制度を変えるためには法律を、法律を変える
ためには看護職の職場環境を知る代表を選出し、選
挙で当選させ、議会での発言力を強化する、という
仕組みを学びました。また、代表として選ばれてい
る石田まさひろさんは、看護職の確保対策の推進、
離職防止のための職場環境の向上、責任に見合った
給与体系の見直しなどを掲げて活動されており、改
善しようと奔走されていることを知りました。
　この研修会で看護職の職場環境の改善には選挙に
参加することが大切であり、そのために連盟は活動
しているとい
うことが分か
りました。大
変実りのある
研 修 会 で し
た。

松山リハビリテーション病院　森　晃子

宇和島社会保険病院　松崎 希美

中予地区 9/15㈯ 19：00〜21：00
えひめ共済会館
参加者：106名

南予地区 9/29㈯ 10：00〜12：30
きさいや広場
参加者：64名
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　看護の現場において、看護をめぐる環境は大きく
変化し、看護師の役割は幅広く重要になってきてい
る。近年の若者と同じように、学生も基本的な生活
能力や常識の変化、コミュニケーション能力が不足
している傾向があるといわれている。これらの問題
をどのように看護基礎教育に結びつけていくのか知
りたいと考え、この研修に参加した。
　研修では「臨地実習指導者として育てる・育つ－
学生の経験に寄り添う実習指導－」をテーマに、甲
南女子大学　前川幸子先生が講演され、学内と現場
でのギャップを埋めるための実習をどう実現させる

　日本看護連盟竹澤良子常任幹事を迎え、愛媛県看
護連盟役員17名が出席して平成24年10月23日（火）、
いよてつ会館にて都道府県別会議が開催された。
　竹澤幹事より、石田まさひろ選挙関係の経過報告
があり「石田氏はとても幸運な人で、全国を予定通
り訪問できている。ホップでは、600施設を訪問し、
35,000人が集会に参加、多くの人と出会えた」と嬉
しい報告があった。
　また、知名度調査によると、石田さんの知名度は
全国平均69.7%であるが、愛媛県では74％と全国を
上回っている。しかし、29歳以下では、60.8%とや
や低いため、若者への今後の働きかけが課題である。
　愛媛県の獲得目標数に従って、各支部より提出さ
れた数字を細かく分析し、紹介者数/会員数比75%
を目標に活動することが決定した。

かを課題として挙げられた。学生が「看護の専門職
となる、またその価値観を持つ」ことを目標に、学
生のケアリングの概念や臨床の場が持つ教育的な意
味について教えていただいた。
　また、看護者に求められることは、学生個人を問
題として捉えるのではなく、現実的な課題を把握す
ること、指摘することと教育は違うということ、指
導者側のストレスに配慮することを学んだ。この研
修で得た学びを生かして、学生のケアリングの一助
となれるよう努力していきたい。

看護連盟会員研修会に参加して
平成24年7月21日㈯　河原医療大学校 市立宇和島病院　山本 公代

平成24年度 都道府県別会議に出席して
平成24年10月23日㈫　いよてつ会館 南予第二支部　楠　多佳子

教育支部研修

　各支部とも、問題点や課題は多く抱えているが、
石田まさひろ氏を国政に送るために「その一票を大
切に」を合言葉に、目標達成に向かって活動するこ
とを再確認した。
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リーダーセミナーに参加して
済生会今治老人保健施設希望の園　木原　雅子

　日本看護連盟の竹澤良子常任幹事を講師に迎え、
県内63人のリーダーが参加しました。来年の参議院
選挙を控え、知っていなければならない政治活動

（後援会活動）と選挙運動の違いを詳しく教えてい
ただきました。当然リーダーとして絶対に覚えてお
くべきと再確認できました。
　グループワークでは「選挙違反をしないために、
私たちの出来ることは」について話し合いました。
一番多くの意見は、「期日前投票に行く」でした。
自分の看護観を実現するために連盟活動を行い、最
後まで気を緩めず、トップに近い位置で当選してい
ただきたいと思います。愛媛県の獲得目標を達成で
きるよう、リーダーが中心となり選挙へは両手をつ
ないで、期日前投票へ行きます。

道後温泉病院　河野　恵
　選挙違反をしないために選挙知識を深め、選挙に
勝つための心得「安心して活動するために」につい
て学習しました。日本看護連盟常任幹事の竹澤良子
講師から、政治活動と選挙運動の違いや注意点をわ
かりやすく講義していただき、選挙違反をしないで
国政へ代表を出す大切さを再学習することができま
した。
　そして、私たちリーダーとしての役割を果たすポ

平成24年10月23日㈫　いよてつ会館

イントは、①候補予定者石田まさひろさんの名前を
一人でも多くの人に正確に覚えてもらうこと　②期
日前投票を有効に活用してたくさんの人に選挙に
行ってもらうことの２点を目標心得とし、「絶対に
勝つ」という信念を持って選挙に望まなければなら
ないと再認識しました。
　看護の現状を国に知ってもらい現場の環境をよく
して、よりよい看護ができるようになるために、代
表石田まさひろ候補予定者が勝利できるよう熱伝導
で頑張ろうと思います。

宇和島市立津島病院　稲田　小代
　今回のセミナーでは、選挙知識を深め、安全な実
践力を強化する目的の下に講義・DVD学習を受け、
グループワークを行いました。
　政治活動と選挙運動の違いをまず知り、それを伝
達していくことが大事だと話し合いました。
　公務員として選挙違反をしないためのルール等、
DVD学習で教えられ、セミナーに参加して大変良
かったです。
　職場または地域において、後援会活動等を通して
一人でも多くの人に情報を伝え広めていくことで、
私たちの応援する看護の代表に一票でも多く入れて
もらえるように努力していきたいと思います。
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編集
後記

看護連盟入会のご案内
看護連盟の目的

看護連盟の活動

年　会　費

看護協会の目的達成のために必要な政治活動を行い、あわせて国民の健康と
福祉の向上に寄与することを目的とする。

看護職の政治力強化に関する活動

看護職組織代表の国政進出と支援に関する活動

8,000円
（内訳　日本看護連盟：5,000円　愛媛県看護連盟：3,000円）

今年も残り少なくなりました。会員の皆様には連盟通信えひめに快くご協力いただき、ありがとう
ございました。
今年は次期参議院議員選挙候補予定者石田まさひろさんが、ホップと政策推進集会に来県し、多
くの会員と交流ができました。今後も石田まさひろさんの熱い思いを多くの人に熱伝導で伝えて
いきましょう。来年もよろしくお願いいたします。
 広報委員一同

一人の会員が連盟を知らない一人を誘って会員の輪をひろげ、
明るく楽しい活動をすすめましょう

　当院は、来年30周年を迎える155床の病院です。病
棟４単位の内、特殊疾患病棟は31床、神経難病の患
者様の多い病棟です。
　長い入院生活の中、「日常のあたり前」なことを一
緒に感じたり、味わうことをモットーに病棟恒例行

事として、夏は隣接施設と周辺地域の夏祭りに参加
しています。今年も地域の子供たちで賑わう中、人
工呼吸器装着の方を含めた11名がご家族と一緒に楽
しみました。子供たちと一緒に紙芝居を見たり、カ
キ氷を一口舐めたり、ご自分では手も足も全く動か
せない方も盆踊りの輪に入って踊ったりと、小さな
社会参加もできました。たくさんの職員の「お助け
隊」も、あたり前……。
　現在病院は、増改築中です。ハード（建物）もハー
トも温かく、これからもみんなで小さな「あたり前」
を大切にしていこうと思います。

医療法人聖愛会 松山ベテル病院
河上真理

「あたり前」を共に・・・

ちょっといい話

支 部 名 新支部長 旧支部長

今 治 支 部 正　岡　美　恵 吉　田　昭　枝
中予第一支部 鋪　村　加代子 鈴　木　ルリ子

支部長交代


